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「内部統制システムの整備に関する基本方針」の一部改定に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、「内部統制システムの整備に関する基本方針」につ

いて、2025年4月1日より一部改定することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせい

たします。（変更箇所を下線で示しております。） 

 

記 

 

 当社は、業務の有効性及び効率性、財務報告の信頼性、事業活動にかかわる法令等の遵守、

財産保全を確保するために統制環境を整え、内部統制システムの整備を行い、企業価値を継続

的に高め、全てのステークホルダーの信頼を得ることを主な目的として企業経営を推進しま

す。 

 

① 取締役・社員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

当社は、当社及びグループ会社（以下、あわせて「当社グループ」といいます。）の全て

の役員及び社員が遵守すべき「私達の誓い（T-SMILE）」及び「東和薬品グループ行動規範」

を制定し、これに基づき、高い倫理観と社会的良識をもって社会から信頼と支持を得られる

正しい企業活動を行います。取締役会を原則毎月 1回定期開催するほか、必要に応じて随時

開催し、重要な課題について善良な管理者の注意義務をもって十分な検討を行い、適正かつ

迅速な意思決定によって経営にあたります。また、「コンプライアンス基本規程」を制定

し、倫理的かつ遵法精神に根ざした企業行動の徹底を図るとともに、「コンプライアンス委

員会」のもと、風通しのよい企業風土及びコンプライアンス意識の醸成並びにコンプライア

ンス研修等による正しい知識の修得に努めます。 

さらに、当社グループの役員及び社員による不正行為の早期発見・是正を目的に整備した

内部通報制度の適正な運用を図ります。 

一方、代表取締役社長直轄の内部監査室が全部門の内部監査を実施し、その結果について



は経営トップに直接報告します。改善を要する事項についてはフォロー監査を実施し、その

改善状況を確認します。 

 

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

当社は、法令及び「文書管理規程」「情報セキュリティ管理規程」等の社内規程に基づ

き、取締役の職務の執行に係る情報を適切な状態で保存・管理します。また、取締役は、何

時でも資料の提出を求めることができます。 

 

③ 損失の危険の管理に関する規程とその他の体制 

当社は、「リスクマネジメント基本規程」を制定し、当社グループの各部門において役員

及び社員全員が、全社的リスク管理を徹底します。 

当社グループを取り巻くリスクに迅速かつ的確に対応することが、当社グループの存続・

発展に不可欠です。そのため、全社的リスク管理においては、リスクの未然防止並びにリス

ク発生時の利害関係者の利益喪失及び企業経営への影響度の最小化を図ることを基本としま

す。 

当社グループのリスク管理体制は、最高責任者の代表取締役社長の下、「リスクマネジメ

ント委員会」を設置し、各部門と連携しながら、当社グループ全体におけるリスクマネジメ

ントを推進・統括します。 

 

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

当社は、重要な経営課題について、取締役会に加え、「経営戦略会議」や「経営モニタリ

ング会議」にて審議します。このほか、必要に応じて個別に設置するプロジェクトチームに

より、経営課題を把握・分析し、当社の取締役、執行役員等に報告します。 

また、経営方針に沿って中期経営計画を策定し、基本戦略や経営目標を明確にするととも

に、年度予算で、売上や利益目標を設定し、目標達成に向けた経営を実践します。日常の職

務遂行に際しては、「職務権限規程」及び「業務分掌規程」を定め、権限と責任を明確にす

るとともに、稟議制度を採用し、意思決定プロセスの明確化、迅速化を図ります。 

 

⑤ 当社グループにおける業務の適正を確保するための体制 

当社は、「関係会社管理規程」を定め、当社グループにおける業務の適正を確保するため

の体制を整えます。この規程に則り、グループ会社の経営状況を統括的に管理します。 

重要なグループ会社の取締役、監査役には、当社の取締役、執行役員等が 1 名以上兼務す

る体制とします。また、グループ会社を管掌する当社の各部署が、日常の業務についてグル

ープ会社から定期的に報告を受けることで、グループ会社を管理します。さらに、グループ

会社における重要案件は、当社の取締役会での承認又は報告を必要とします。 

監査等委員は、グループ会社の取締役、監査役と連携し、業務の適正を確保するための体



制の運用状況を確認するほか、内部監査室は、グループ会社の業務執行状況、法令・社内規

程の遵守状況、リスク管理状況等を確認するため、グループ会社の内部監査を実施します。 

加えて、当社グループの全ての役員及び社員が利用できる内部通報制度を「コンプライア

ンス委員会」が整備し、コンプライアンスに関する基本ルールを当社グループ共通のものと

するとともに、必要な施策、研修等を当社グループで横断的に実施・運用することにより、

コンプライアンス経営の徹底を図ります。 

 

⑥ グループ会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

当社の取締役、執行役員等が重要なグループ会社の役員を兼務することや取締役会等の重

要会議に参加することでグループ会社の業務の円滑化を図り、それらを通して当社グループ

全体の経営効率の向上を図ります。 

さらに、グループファイナンスや、IT技術を活用したワークフロー、情報共有、情報管理

システムの共通利用等のグループ業務標準化活動により、グループ会社の業務の効率化、意

思決定プロセスの迅速化を図ります。 

 

⑦ 監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

当社は、監査の実効性を高め、かつ、監査職務を円滑に遂行するために、監査等委員会を

補助する社員を配置します。当該社員の人事異動及び評価に関して、独立性確保のため、監

査等委員会の同意を必要とします。当該社員が他部門の業務を兼務する場合は、実効性確保

のため、監査等委員会の補助業務を優先します。当該社員は、監査等委員会から命令を受け

た事項に関して、他の取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び社員の指揮命令は受

けないものとします。 

当社の取締役は、著しい損害を及ぼすおそれのある事実があることを発見したときは、直

ちに、当該事実を監査等委員会に報告します。また、当社グループの取締役及び社員は、監

査等委員会から職務の執行に関する事項の報告を求められたときは、速やかに報告します。

監査等委員会への報告を行った当社グループの取締役及び社員に対して、当該報告をしたこ

とを理由とする不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を当社グループの取締役及び社員

に周知徹底します。内部通報を主管する「コンプライアンス委員会」は、当社グループの取

締役及び社員からの内部通報の状況について、定期的に監査等委員会に対して報告します。 

常勤監査等委員は、監査等委員会による監査を実効的に行うため、「経営戦略会議」「経営

モニタリング会議」「リスクマネジメント委員会」「コンプライアンス委員会」その他重要な

会議又は委員会に出席することができます。また、監査等委員会は、年度監査計画に基づ

き、代表取締役その他の取締役、業務執行の責任者、グループ会社社長と会社の経営状況、

問題点、重要課題等の情報共有と意見交換を行います。さらに、監査等委員会は、監査業務

を効率的に遂行するため、内部監査室と連携し、また、内部監査室は、定期的に内部監査の

実施状況を監査等委員会に報告します。加えて、監査等委員会は、会計監査人と連携し、監



査計画を入手し、定期的に又は随時に会計監査人からの報告を受け、情報共有と意見交換を

実施します。 

当社は、監査等委員がその職務の執行について生じる費用を請求したときは、速やかに処

理します。 

以 上  


